




ガンはとても身近な病気です。とはいえ、医療技術の進歩により、治る確率も年々高まり、治療スタイルも大きく変化しています。
アクサの「治療保障」のがん保険は、こうした最新のガン治療の状況に対応した保険です。

● ガンの主な治療方法、「手術」・「放射線治療」・「化学療法（抗がん剤治療）」を保障します。
● 手術後に合併症を発症する可能性が高い特定のガンの手術を受けられた場合は、「ガン特定手術サポート給付金」をプラスします。
● ガンによる疼痛などの緩和を目的とした「緩和ケア（緩和療養）」を保障します。
■給付金などをお支払いしない場合などの制限事項について、詳しくは「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。
■このご案内は商品の概要を説明しています。
　ご契約の際には、「重要事項説明書（契約概要）」「重要事項説明書（注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

ガン治療保険（無解約払いもどし金型）
上皮内新生物治療給付特約付

とうつう

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対
策や事業承継など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。また、経営者・従業員のみなさまの個人の
自助努力による医療保障、生活保障、財産形成などのニーズにお応えする各種プランもご用意しています。
貴事業所でも、ぜひ商工会議所の共済制度／福祉制度の活用をご検討ください。

<引受保険会社>アクサ生命保険株式会社
〒108-8020　東京都港区白金1-17-3　TEL 03-6737-7777（代表）　http://www.axa.co.jp/life/
<お問合せ先>静岡支社  静岡営業所
〒420-0851　静岡県静岡市葵区黒金町20-8 静岡商工会議所3F　TEL 054-254-8712

「手術」「放射線治療」は上皮内新生物も保障します。

特　  長

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

商工会議所
セミナー・イベント カレンダー

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

★清水区西・南ブロック連絡会議（富海亭）

★清水区中ブロック連絡会議（大花）

★清水エスパルスＶＳガンバ大阪（アウスタ）

★第31回カラーコーディネーター検定試験

★創業・起業相談会(静)

★法律相談会(静)　★静岡商工会議所表彰式・記念講演会（静）

★第30回ビジネス実務法務検定試験

★許認可・著作権相談会(静)　★簿記３級講習会（～2/16 静）

★融資相談会(静)　★経営革新応援セミナー（静）

★税務相談会(静)

★第11回eco検定試験

★許認可・著作権相談会(静)

★法律相談会(静)

★第１０回ビジネス会計検定試験申込受付（～1/27）
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▶セミナー・イベント情報満載のメールマガジン発信中
　申込み http://www.shizuoka-cci.or.jp

★法律相談会(清)　★夜間法律・税務相談会(清)
★創業・起業相談会(静)
★司法書士相談会(静)　★発明・特許相談会(清)　★融資相談会(清)
★労務相談会(清)　★BCP相談会(静)　★健康相談(静)

★年末調整説明会（静）
★第194回珠算・暗算・段位認定試験申込受付（～1/12）

★マル経資金説明相談会(静・清)
★ロバストデザイン導入体験セミナー(～3/7 静岡県工業技術研究所)

★発明・特許相談会(静)　★金融部会講演会
★第１・３級販売士検定試験申込受付（～1/18）
★ＩＴ・情報化相談会(静・清)　★創業・起業相談会(清)　★マル経資金説明相談会(静・清)
★劇団四季ミュージカル「夢から醒めた夢」（～12/21 静岡市民文化会館）

★税務相談会(静)　★セールス力アップ実践セミナー（清）　★建設部会視察会（東京スカイツリー他）
★生活関連サービス部会視察会（～12/10 神戸市他）　★情報文化部会視察会（横須賀市）

新田開発や用水整備など農村を重視した家康
放送大学静岡学習センター 所長  本多 隆成氏

徳川家康公と駿府

特集：金融部会
事業継続計画の策定を支援
・事業継続計画（ＢＣＰ）の実効性を
高めるためのリスクファイナンス
東京海上日動リスクコンサルティング㈱  青地忠浩氏

・各社のBCP策定支援サービス
㈱静岡銀行、㈱清水銀行、静清信用金庫、しずおか信用金庫、
野村證券㈱、東京海上日動リスクコンサルティング㈱、ＮＫＳＪリスクマネジメント㈱、鈴与興産㈱、
㈱商工組合中央金庫、日本政策金融公庫、静岡県信用保証協会、静岡商工会議所

駿府秋のわくわく祭　開催報告

世界が見える
㈱静岡銀行 市場国際部 部長
村松　衛さん

オーレ！エスパルス！
フレドリック ユングベリ選手
われらオレンジサポーター！
㈱清水銀行 支店営業部

しごとなでしこ
淺野明日美さん
静岡の未来
竹内浩倫さん

しずおか産業遺産
フェルケール博物館 蘭字コレクション

しずおか味な店
ホテルクエスト清水「クオモ」

月

わが社自慢の商品・サービス
㈱静岡中島屋ホテルチェーン静岡グランドホテル、フジ物
産㈱、清水河岸の市魚久、㈲葵煎餅本家、㈱山壽杉本商
店、三由屋菓子舗、㈱前田園、㈱カミナリヤ、お好み焼きお
たふく、㈱ヴィノスやまざき、清香旅館、菜園だいにんぐ
Clover Café、（有）モンマートつかもと、㈱犬の専門店 
HAPPY LIFE、かじか整体、オートメーカーシルエット、㈲黒
田呉服店、㈲竹鳳宇佐美人形店、㈲内山鉄工所、サンベー
ス㈱、nets101㈱、㈲井出木建材、トヨタL&F静岡㈱、㈱水
野正勝商店、中源被服工業㈱、静岡ひかりタクシー㈱、㈱小
学館アカデミー静岡、㈲アイ・リンク・コンサルタント、㈱ロマ
ンチックスタジオ、（株）日本政策金融公庫国民生活事業
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青年部活動報告
シーズネットワーク活動報告

新会員ご紹介（9月入会）

支店長等交流会　開催報告
新産業開発振興機構設立１０周年
記念講演会 開催報告

静岡商工会議所利用ガイド
税務・記帳サポート

清水寺は、永禄２年（1559）、今川氏親に嫁いだ京都の公家中御門宣
胤の娘・寿桂尼が創建。駿府の東端・谷津山の麓にあり、立地が京都東
山の清水寺に似ていることから、清水寺と名付けられました。徳川家康
公は、清水寺にしばしば参詣し、観音堂、恵心僧都作の千手観音像、寺
領を寄進。境内には、かつて虚無僧寺があり、家康公は虚無僧を使って
全国の情報を収集していたと伝えられています。観音堂は、内部の壁画
や天井画に桃山時代の特長である極彩色が鮮やかで、厨子とともに
1956年5月24日に静岡県指定有形文化財に指定されました。
家康公の人形制作はアトリエサンゴ。 http://sango.exblog.jp/

表紙／清水寺（きよみずでら）観音堂と徳川家康公



1942年、大阪市に生まれる。大
阪大学大学院文学研究科博
士課程修了。文学博士。1973
年、静岡大学人文学部講師。
同助教授、教授を経て、2008
年、定年退職。現在、放送大学
静岡学習センター所長、静岡大
学名誉教授。主な著書に、『近
世初期社会の基礎構造』、『初
期徳川氏の農村支配』、『近世
東海地域史研究』など。

徳
川
家
康
公

と
駿
府

経歴

　

前
近
代（
明
治
維
新
以
前
）の
日
本
社
会
で
は
、

生
産
の
基
本
は
農
業
、そ
れ
も
水
田
稲
作
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、領
国
体
制
の
強
化
を
図
ろ
う
と
す

る
戦
国
諸
大
名
は
、た
と
え
ば
釜
無
川
治
水
の
い

わ
ゆ
る
信
玄
堤
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、新
田
開

発
や
用
水
の
整
備
に
こ
ぞ
っ
て
意
を
用
い
て
き
た
。

家
康
も
ま
た
早
く
か
ら
こ
の
問
題
に
対
応
し
、た

と
え
ば
天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）と
翌
年
に
は
、

富
士
郡
下
方
の
厚
原・久
爾
両
郷（
富
士
市
）に
対

し
て
、つ
ぎ
の
よ
う
な
指
示
を
与
え
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、前
者
で
は
、田
成
地（
水
田
に
し
た

土
地
）の
場
合
は
低
い
年
貢
率
の
畠
年
貢
並
と
し
、

新
開
作
の
田
畠
の
場
合
は
二
年
間
年
貢
を
免
除

す
る
と
い
う
よ
う
に
、開
発
の
奨
励
を
行
って
い
る
。

後
者
で
は
、厚
原・久
爾
両
郷
の
掛
樋
に
つ
い
て
、厚

原
郷
の
土
豪
植
松
右
近
に
二
〇
貫
文
を
扶
助
し
て

そ
の
管
理
を
命
じ
て
い
る
。こ
の
両
郷
の
掛
樋
は
重

要
な
用
水
と
し
て
、そ
の
後
、近
世（
江
戸
時
代
）

を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
重
要
な
施
策
は
、天
正
十
七
年
二
月

か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
五
ヵ
国（
三

河・遠
江・駿
河・甲
斐・南
信
濃
）総
検
地
で
あ
っ

た
。徳
川
氏
直
属
の
奉
行
人
が
検
地
の
責
任
者
に

な
って
、給
人
領（
家
臣
の
所
領
）・寺
社
領・蔵
入
地

（
直
轄
領
）を
問
わ
ず
、村
単
位
で
いっ
せ
い
に
丈
量

検
地
が
行
わ
れ
、田
畠
一
筆
ご
と
に
所
在
地・品
位

（
田
畠
の
等
級
）・面
積・名
請
人（
耕
作
者・年
貢
納

入
責
任
者
）が
把
握
さ
れ
、検
地
帳
に
書
き
あ
げ

ら
れ
た
。
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賦
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も　
か
た

あ
つ　
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り　
ち

か
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ひ

く　
　

に

か
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ぶ
ぎ
ょ
う
に
ん

な　
う
け　
に
ん

く
ら　
い
れ　
ち

じ
ょ
う
り
ょ
う

き
ゅ
う
に
ん



春、家康公は、美しく着飾った人 を々連れて、駿府城の西南にある
景勝地・志豆機山（しずはたやま）に花見に出かけられた。桜花の
下で、人々は詩歌を吟じ、宴を楽しんだ。やがて日が暮れると、近く
の庵室から誦経の声が聞こえた。家康公がその意味を尋ねられる
と、僧は「此日已過、命即衰滅、如少水魚、斯有何楽（この一日が
過ぎると、命もその分、衰滅する。少ない水に取り残された魚のよ
う。何の楽しみがあろうか）」と訓釈。家康公は、この言葉を心に銘
じ、無上正真の悟りを得て、城に帰られた。翌日、人々が花見のこと
を賛美すると、家康公は「花の色香は輪廻の業因。美しい花に本
尊を念じ、冷風に無常を観られるなら、真理に到達し、寂光浄土に
還れるであろう」と語ったという。

本多隆成さんが選ぶ
徳川家康公を表現する一文字。

家康といえば、徳川権力の確立に向
けた手腕にみられるように、熟練・熟達
の政治家・戦略家という印象が強い。

著書のご紹介

吉川弘文館　２９４０円（税込）
「定本　徳川家康」

家康の生涯を、本拠とした東海地
域を中心に、確実な史料に基づ
き、相次ぐ新説なども丁寧に検証
しながら描いています。武田氏との
攻防から大坂の陣に至る政治戦
略を、詳細に叙述しています。

た
く
遜
色
の
な
い
内
容
を
示
し
て
お
り
、徳
川
氏

の
領
国
支
配
は
こ
の
総
検
地
を
経
る
こ
と
で
、近

世
的
な
態
勢
へ
と
大
き
く
移
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

検
地
は
そ
の
後
も
全
国
で
行
わ
れ
た
が
、東
海

地
域
で
い
え
ば
家
康
が
将
軍
と
な
っ
た
翌
年
、慶
長

九
年（
一
六
〇
四
）の
総
検
地（
辰
年
で
あ
っ
た
た
め

「
辰
の
御
縄
」と
も
よ
ば
れ
た
）が
重
要
で
、村
方
の

検
地
帳
も
比
較
的
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。三
河
や

遠
江
で
実
施
さ
れ
、駿
河
で
は
慶
長
九
年
と
同
十

四
年
と
二
度
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。い
わ
ゆ
る
年
貢

割
付
状
が
整
備
さ
れ
て
く
る
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
、

村
請
制
に
よ
る
各
村
か
ら
の
米
納
年
貢
が
、基
本

的
に
幕
藩
制
下
の
領
主
財
政
を
支
え
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

家
康
は
こ
の
よ
う
に
農
村
政
策
を
一
貫
し
て
重

視
し
、幕
藩
体
制
と
し
て
全
国
支
配
を
確
立
し
た

の
で
あ
っ
た
。

課
基
準
を
定
め
た
七
ヵ
条
定
書
が
下
さ
れ
、そ
れ

に
基
づ
き
年
貢
目
録
が
作
成
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の

村
で
納
入
す
べ
き
年
貢
高
が
確
定
さ
れ
た
。総
検

地
の
施
行
や
年
貢
目
録
の
作
成
に
あ
た
って
は
、大

名
権
力
が
一
方
的
に
行
う
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、

郷
村
側
の
協
力
や
納
得
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。年
貢
目
録
の
内
容
に
納
得
す
る
と
、郷
村
側

か
ら
請
文
が
提
出
さ
れ
、こ
れ
を
も
って
総
検
地
の

一
連
の
過
程
が
終
了
し
た
。

　

こ
う
し
て
、総
検
地
を
踏
ま
え
た
郷
村
へ
の
年

貢
賦
課
や
給
人
領・寺
社
領
の
新
た
な
安
堵
が
行

わ
れ
る
こ
と
で
、徳
川
氏
に
よ
る
領
国
支
配
体
制

が
格
段
に
進
ん
だ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。検
地

と
い
え
ば
、近
世
社
会
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
も
の
と
し
て
、豊
臣
秀
吉
が
行
っ
た
い
わ

ゆ
る
太
閤
検
地
が
名
高
い
。家
康
の
五
ヵ
国
総
検

地
は
、同
じ
天
正
年
間
の
太
閤
検
地
と
比
べ
て
ま
っ

さ
だ
め
が
き

う
け　
ぶ
み

お　
な
わ

ね
ん　
ぐ

む
ら　
う
け　
せ
い

わ
り
つ
け
じ
ょ
う

た
つ　
ど
し

あ
ん　
ど

た
い　
こ
う

狩野探幽「東照社縁起」第三段















静岡市内46の
商店街、大型店、
商工会地区の
参加を得て
盛大に開催

静岡浅間通り商店街の福袋セール

エスパルスドリームプラザの協賛セール

小鹿商店会のイベント

秋のわくわくフェア

わくわく祭のスタートにあたり、開催初日にけやき通りで参加商店街・大型店有志による
ワゴンセールを開催。静岡市立商業高校の生徒さんたちも販売研修としてご参加いただ
きました。また、東日本大震災復興を祈念し、盛岡市の物産品も販売しました。お買上げ
のお客様に「わくわく富くじ」を配布し、はずれ券２枚でガラポン抽選会を実施するなど、
多くのお客様で賑わいました。途中、特設ステージで開催したオープニングセレモニー
では来賓の田辺静岡市長、久能山東照宮の落合宮司からご挨拶をいただきました。

昨年から実施しているスクラッチセール・わくわく富くじを規模・期間を拡大して実施しま
した。期間中、参加商店街・大型店でお買上げのお客様にカードを配布し、その場で景品
をお渡しするなど、参加店とお客様との交流のきっかけにもなりました。

全市的に集中した盛り上がりを図るため１０月８日㈯～１０日㈷の３連休に集中して開催。
参加商店街では地域の特色を活かした「オリジナルイベント」、大型店では「協賛セール」
などを実施、それぞれ多くのお客様が来場しました。

「恵比寿天」キャラクターのオリジナルエコバッグを使用し、期間中に参加商店街、大型店
で販売しました。イベント時に販売、有志店・テナントで販売という形で展開し、特に商店
街イベント会場での販売は、いずれも開始２０～３０分で完売するほど好評でした。

静岡商工会議所・駿府秋のわくわく祭実行委員会（山田篤実行委員長）では、10月
1日㈯～10日㈷の10日間（わくわく富くじは23日㈰までの23日間）、静岡市内
28商店街と12大型店21店舗、2商工会、4個店の参加を得て『2011駿府秋の
わくわく祭』を開催しました。「静岡市内の商店街と大型店が一体となって日頃の
ご愛顧に感謝し、静岡の商業をＰＲする」をコンセプトに開催している当商業祭も、
本年20回の節目の年を迎えました。興津・庵原・小島地区や由比地区など参加エリ
アも拡大し、わくわく富くじや福袋・ワゴンセール、地域の特色を活かしたイベント
を開催、多くのお客様でにぎわいました。

わくわく福袋セール●

秋のわくわくフェア●

わくわく富くじ●

わくわくセール、オリジナルイベント●



支
店
長
等
交
流
会
を
開
催

　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、静
岡
市
内
に

拠
点
を
置
く
企
業
の
支
社
長
、支
店
長
、

営
業
所
長
等
を
対
象
に
、会
議
所
事
業
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、静
岡
市
の
観
光
資

源
の
Ｐ
Ｒ
、参
加
者
に
よ
る
相
互
交
流
、情

報
交
換
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
場
と
し

て
、「
支
店
長
等
交
流
会
」を
10
月
21
日
㈮

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は「
見
学
会
」と「
交
流
会
」の
２

部
構
成
で
、「
見
学
会
」で
は
、取
引
や
出

張
等
で
他
県
か
ら
来
静
す
る
方
へ
の
観
光

Ｐ
Ｒ
、静
岡
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た

だ
く
こ
と

を
目
的

に
、国
宝

指
定
と
な

っ
た
『
久

能
山
東

照
宮
』を

姫
岡
権

宮
司
の
ご

案
内
の
も

と
見
学
し

ま
し
た
。

久
能
山

東
照
宮
の

歴
史
、徳

川
家
康
の

功
績
、50

年
に
１
度

行
わ
れ
た

大
改
修

工
事
に
よ

る
技
術

伝
承
の
意

義
に
つ
い

て
学
び
ま

し
た
。

　

清
水
港
内
ク
ル
ー
ズ「
オ
ー
シ
ャ
ン
プ
リ

ン
セ
ス
号
」で
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、後

藤
康
雄
会
頭
の
挨
拶
、乾
杯
発
声
に
よ
り

開
会
し
、参
加
者
の
自
社・自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ

ム
、名
刺
交
換
や
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
交
換
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、水
島

章
隆
副
会
頭
か
ら
中
締
め
の
挨
拶
が
あ

り
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、「
大
変
有
意
義
な
会
で

あ
っ
た
。来
年
度
も
ぜ
ひ
開
催
し
て
欲
し

い
」と
の
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度 

テ
ー
マ
探
索
研
究
会

（
新
産
業
開
発
振
興
機
構
10
周
年
記
念
）

　

新
産
業
開
発
振
興
機
構（
理
事
長
：
後

藤
康
雄
会
頭
）で
は
、10
月
31
日
に
グ
ラ
ン

デ
ィ
エ
ー
ル 

ブ
ケ
ト
ー
カ
イ
に
お
い
て『
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
そ
の
可
能
性
と
課
題
』と

題
し
、設
立
10
周
年
記
念
講
演
会
と
企
業

発
表
会
、交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
海
大
学
海
洋
学
部
山
田
教
授
、清
水

教
授
か
ら
、『
海
洋
政
策
と
海
洋
資
源
』

『
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
資
源
開
発
』（
Ｍ

Ｈ
）に
関
連
す
る
講
演
が
あ
り
、「
日
本
は

排
他
的
経
済
水
域
が
広
く
、海
洋
政
策
で

日
本
を
変
え
た
い
。日
本
海
域
に
は
Ｍ
Ｈ

の
埋
蔵
量
が
豊
富
で
、そ
の
開
発
を
最
優

先
す
べ
き
で
あ
る
。ど
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ

る
か
、英
知
を
集
め
地
元
静
岡
を
豊
か
な

街
に
し
た
い
。現
状
は
、効
率
的
か
つ
経
済

的
な
技
術

整
備
の
実

現
を
目
指

す
。
Ｍ
Ｈ

か
ら
メ
タ

ン
ガ
ス
の

連
続
回
収

に
成
功

し
、
次
ス

テ
ッ
プ
で

生
産
障
害

対
策
や
抑

制
技
術
の

開
発
に
取

組
む
。２

０
１
８
年

に
は
本
プ

ロ
ジ
ェク
ト

の
最
終
評
価
を
行
う
予
定
で
あ
る
。」旨

の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
西
幹
育
研
究
会
会
長
か
ら

は
、太
陽
光
励
起
レ
ー
ザ
ー
で
高
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
効
率
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
実
証

し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。『
高
圧
水
素
タ
ン
ク
不
要
の
新
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
』で
、反
応
性
が
非
常
に
高

い
金
属
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
生
産（
特
に
海
水

か
ら
の
採
取
）に
着
目
し
、地
元
企
業
参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。企
業
発
表
で

は
、中
部
電
力
㈱
清
水
営
業
所
に
よ
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

ま
た
山
梨
罐
詰
㈱
か
ら
は
環
境
に
取
組

ん
だ
成
功
事
例（
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
）の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。



































　

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン「
ク
オ
モ
」は
、清
水

駅
西
口
徒
歩
１
分
、ホ
テ
ル
ク
エ
ス
ト
清
水
１

階
に
２
０
０
８
年
10
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
。竹

内
滋
社
長
の
長
男・佑
騎
氏
が
、常
務
取
締
役

就
任
を
機
に
、地
元
清
水
の
美
味
し
い
食
材
を

イ
タ
リ
ア
ン
と
い
う
形
で
発
信
し
よ
う
と
、そ

れ
ま
で
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
改
装
。店
名

ク
オ
モ
は
、ク
エ
ス
ト
の
Ｑ
と
人
を
表
す
イ
タ
リ

ア
語ｕｏｍｏ
を
合
わ
せ
て
人
が
集
ま
る
空
間
で

あ
り
た
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

３
年
後
の
現
在
、地
元
清
水
の
お
客
さ
ま
、

特
に
女
性
の
来
店
が
増
え
、県
外
の
お
客
さ
ま

を
お
連
れ
く
だ
さ
っ
た
り
、同
窓
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
日
の
料
理
は
、12
月
22
日
〜
25
日
限
定
の

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
。ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
が
素

敵
な
思
い
出
と
な
る
よ
う
、青
木
一
敏
シ
ェフ
が

と
っ
て
お
き
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
用
意
。ア
ミ
ュ
ー

ズ
が
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
チ
ー
ズ
と
キ
ャ
ビ
ア
の
ブ

リ
ニ
。冷
前
菜
が
ポ
ワ
ロ
ー
葱
の
テ
リ
ー
ヌ
と

海
の
幸
の
ク
リ
ス
マ
ス
仕
立
て
、温
前
菜
が
サ
ザ

エ
と
帆
立
貝
柱
の
エ
ス
カ
ル
ゴ
風
。パ
ス
タ
が
鮑

と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
軽
い
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
ポ
ル

チ
ー
ニ
茸
風
味
。魚
料
理
が
活
き
オ
マ
ー
ル
海

老
の
ロ
ー
ス
ト
、甲
殻
類
ソ
ー
ス
。お
口
直
し
が

特
製
グ
ラ
ニ
テ
。肉
料
理
が
興
津
産
ヨ
ー
グ
ル

ト
ポ
ー
ク
の
ロ
ー
ス
と
リ
ー・ド・ヴ
ォ
ー
、フ
ォ
ア

グ
ラ
。ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ザ
ー
ト
、パ
ン
の

９
品
。

　

ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、さ
く
ら
え
び
の
パ

ス
タ
、し
ら
す
の
ピ
ザ
な
ど
駿
河
湾
の
魚
介
や

地
場
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
好
評
で
す
。

清
水
が
誇
る
地
酒「
臥
龍
梅
」は
ラ
イ
ス
ワ
イ

ン
と
し
て
、ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

ランチコース1500円～。ディナーコー
ス3800円～。レディースコース2940
円（女性２名様より、前日予約）。アラ
カルトもあり。宴会プラン5000円（飲
み放題付き、個室10名様より）。
昼11時30分～15時。夜17時～22
時。日曜定休。
31席。ホテル宴会場３室（70名、35
名、20名収容）。
静岡市清水区真砂町3-27
ホテルクエスト清水１Ｆ
TEL ０５４‐366-8783

http://www.hotelquest.co.jp/quomo.html

ホテルクエスト清水 催ク敵

クリスマスディナー7800円
（12月22日、23日、24日、25日の18時～と20時30分～。各回限定７組）

駅階内就イれクア

イタリアンおせち
19800円（限定50セット）

青木一敏氏シェフ

湾
岸
道
路

清
水
駅

西
友

ホテルクエスト清水 1F

SHIDAXSHIDAXSHIDAXセブンイレブンセブンイレブンセブンイレブン
Ｐ

Ｐ清水駅前局
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